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訳 者 序 言
本号はババッド・マタラムの 4 回目（最後）(第69～74章）であり, ト
ルナジャヤ叛乱が拡大し, そのなかでマタラムの王都が陥落し, マンクラッ
ト 1世王は死去, 王子プグルが即位するまでをえがく。
この翻訳は本号で終了にしたい。次の区切りとなるババッド・カルタス
ラはババッド・マタラムの 3倍の分量があり, なによりメインスマ版はバ
バッド・カルタスラの途中までで終了しているので（下記解題参照), バ
バッド・マタラムが完了する本号が区切りとして適切と思われる。メイン
スマ版の半分弱を訳し終えたことになる。
解 題
５ 大ババッド・グループの構成と規模
最後に大ババッド, バライプスタカ版, メインスマ版の構成とくに叙述
の終わりと量的な側面を記しておきたい。
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 大ババッド
ヤサディプラ 2世の原本の忠実な複写と考えられる写本 LOr 1786 につ
いて, ピジョーは内容的には1770年ころまで, 分量としては全18巻という
[Pigeaud 1968 2 : 25]。ピジョーが列挙する18巻の各巻の頁数は336頁から
680頁までまちまちであるが, その合計は9094頁にもなる。これだけ膨大
な量になると, 宮廷詩人が朗誦するものとはいっても, 記憶できるもので
はなく, 書き留める必要があり, 口承というより書承文学というべきであ
ろう。
大ババッドは内容的には次表のような 7部に区分される。右側の数字は
各々のバライプスタカ版の頁数および全体に占めるパーセンテージである。
未刊の第 7部については概数である。
すでに述べたように (本訳稿の解題参照), 第 1 ～ 6 部は各々ババッ
ドを冠してババッド・パジャジャラン～ババッド・カルタスラなどとよぶ
ことが多い。第 7部にいうババッド・マンクブメン Mangkubumen はマン
クブミ Mangkubumi 物語というほどの意味であり, マンクブミはパクブ
ウォノ 2世（位1726～1749）の弟で同 3世（1749～1788）の叔父であるが,
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表 大ババッドの構成と頁数 [Ras 1987b : XXVII]
内 容 頁数 ％
第 1部 パジャジャランの滅亡まで 50 1.0
第 2 部 マジャパイトの滅亡まで 113 2.1
第 3 部 ドゥマックの滅亡まで 70 1.3
第 4 部 パジャンの滅亡まで 151 2.9
第 5 部 マタラムの滅亡まで 496 8.8
第 6 部 カルタスラの滅亡まで 1484 28.2
第 7 部 ババッド・マンクブメン 約2900 55.1
合計 約5263 100
1755年に王国を 2分してジョクジャカルタ王国を建てるとハムンクブウォ
ノ 1世（位1755～1792）と称した。この部分をババッド・マンクブメンと
よぶことは, ジョクジャカルタ王国建国者をスラカルタ時代の名でよんで
いることになる。
18世紀前半は内戦の時代であった。第 1 次継承戦争（1704～1708), 第
2 次継承戦争（1717～1723）に続く, 1740年に始まった内戦（中国人戦争
と通称される）は1743年に一応終結した（叛乱側の主要人物マンクブミも
王宮に戻る)。しかし1746年新都スラカルタへの遷都後まもなく第 3 次継
承戦争（1746～1757）が始まり, 王国は 2分割される。
大ババッドの第 7部は新都スラカルタへの移動からマンクブミの蜂起,
ギヤンティ条約による王国の 2分割（1755）を経て1770年ころまでの出来
事を述べる。大ババッドはマンクブミの末年（1792）まで（あるいはさら
にジャワ戦争終結の1830年まで）述べるのではなく1770年ころで終わって
いる。この中途半端な感のある終わり方をする理由はよくわからない。ラ
スも明快な説明をしていない [Ras 1987b : XXV]。
 バライプスタカ版
バライプスタカ版は第 6部, ソロ村に新しい王都スラカルタが建設され
るまでで終わっている。バライプスタカ版がここで終わるのは『ババッド・
ギヤンティ』と関わりがあり, 第31分冊本文末尾に「『ババッド・ギヤン
ティ』第 1 冊に続く」と記されている｡『ババッド・ギヤンティ』はヤサ
ディプラ 1世の作品であり, 本訳稿の解題で触れたように, バライプス
タカはこの作品を1937～1939年につまり『ババッド・タナ・ジャウィ』に
先んじて刊行している。すなわち, ヤサディプラ 1世は1743年ころまでを
『ババッド・タナ・ジャウィ』としてくくり, これに続く1757年の内乱収
束までを『ババッド・ギヤンティ』として書いたのであった。
ラスは大ババッドの第26詩章第63～71詩節の分析に基づいて, 1 世版の
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『ババッド・タナ・ジャウィ』が完成したのは1788年であることを示して
いる [Ras 1987b : XXIIXXV]。『ババッド・ギヤンティ』の成立年はわか
らないが, ヤサディプラ 1世から両作品の写本を継承した 2世が両者を踏
まえて1770年ころまで書き継いだのが大ババッドであった。ラスによれば,
『ババッド・ギヤンティ』のテキストと当該部分のババッド・マンクブメ
ンのテキストはまったく異なるという [Ras 1987b : XXV]。すなわち, バ
ライプスタカは, ヤサディプラ 1世の『ババッド・ギヤンティ』につづい
て, 2世の『ババッド・タナ・ジャウィ』のうち『ババッド・ギヤンティ』
以前の部分を刊行したのであった。
 メインスマ版
メインスマ版は1721～22年ころまでを扱うが, これは第 2次継承戦争が
決着を見る前であり, 筆者にはここで終わる理由はわからない。ラスに
よればバライプスタカ版第20分冊の61頁までに相当するということだが
[Ras 1987b : XV], その終章である第124章は第20分冊の57～66頁なので章
の途中で終わっているようにみえる。さらにはウィンテルによる改善版バ
バッド（本訳稿の解題参照）は1743年10月まで扱っているというので
[Ras 1987b : XIXII], メインスマの手元には第 6部の終りまで原稿が存在
したのである。
メインスマ版が1721～22年ころで終わったのは, 1743年ころまで扱うと
大部になりすぎるためかもしれない。上の表にあるように第 6部まで合計
するとバライプスタカ版は2364頁になる。このうち, ラスによれば, 1721～
22年ころまでに相当するのは1496頁である [Ras 1987b : XV]。その差の
868頁を加えることは58％増を意味する。他方, メインスマ版初版の本文
は688頁とかなり分厚かった。第 2版, 第 3版が本文を2巻に分けたのは理
由のないことではないのである。688頁に58％を加えると1088頁になる。
第 2版, 第 3版なら, やや厚めの第 3巻が必要ということになる。
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なお, 初版では第 1巻（1874）は本文, 第 2巻（1877, 109頁）は序文,
注釈, 地名索引などであり, 第 2版（1884－99）と第 3版（1903）では本
文が 2巻で刊行され, 初版第 2巻は再版されることがなかった。
ついでながら, 第 2版と第 3版の第 1巻と第 2巻を分かつ基準は内容で
はなく分量であったように思われる。初版の338頁の途中に境目があるの
で, 第 2巻の方がやや多い。この両巻は第 4版（1941）と第 5版（1987）
では前半と後半であり, いま第 5 版のジャワ語版 [Ras 1987a] で確認す
ると, 前半は175頁, 後半は178頁とほぼ同分量である。内容的には前半は
第76章（第100詩章末）まで, 後半は第77章（第101詩章）からであるが,
第75章（第100詩章初め）から第 6 部（ババッド・カルタスラ）に入って
いるので, 分割の基準が内容にあるとは考えにくいのである。
 不均等
バライプスタカ版は大ババッドの45％であり, 刊行されなかった部分の
方が多い。
メインスマ版が扱うのは大ババッドの28％に相当し, 本訳稿（全10回）
はババッド・マタラムまでなので17％に相当するにすぎない。
上の表から明らかなように, 第 1～ 7の各部の長さは不均等である。し
かも, 第 5 部はそれ以前の第 1～ 4 部の合計384頁よりかなり多い。第 6
部は第 1～ 5 部の合計880頁よりはるかに多い。そして第 7 部は第 1～ 6
部の合計2364頁よりかなり多い。つまり『ババッド・タナ・ジャウィ』は
王都の移動にしたがって 7つに区分した場合, 新しい時代ほどいちじるし
く分量が多くなる。第 4部までは第 5部の前史, 第 5部までは第 6部の前
史, 第 6部までは第 7部の前史であるかのような扱い方といえるかもしれ
ない。
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69．パジャラカンがマカッサル勢に略奪される
その時ちょうど2000人のマカッサル人逃亡者がいた。その指揮者はクラ
エン・ガレソン kraeng Galesong といい, その副将はブスン・ムルヌン
Busung-Mernung, パンジ・カロヌバン Karonuban, ダエン・マキンチン
daeng Makincing, ダエン・ウィグニ Wigeni, ダエン・マレワ Marewa と
いった。彼らはジャワに着くと, パジャラカン Pajarakan に直行し, 略奪
し, ために大混乱が生じた。パジャラカンとその周りの地域は略奪し尽く
された。沿岸の村々が多数襲われ破壊された。パジャラカンとドゥムン
Demung の人々は恐慌に陥り, 逃げ惑った。クラエン・ガレソンはドゥム
ンの町に腰を据え, この町の誰一人として抵抗しようとしなかった。ブパ
ティがマタラムにいたからである。パジャラカンとドゥマンの乙名たちは
マタラムに逃げて事態を報告した。
そこで王様はパスルハンのトゥムングン・ダルマユダ Darma-Yuda に,
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目次
69．パジャラカンがマカッサル勢に略奪される
70．トルナジャヤがスラバヤで即位しマカッサル勢とともにマタラムと戦う
71．マタラムがトルナジャヤ軍に襲われる
72．マンクラット 1世がクラトンを離れ, マタラムが陥落する
73．マンクラット 1世が死に, トゥガルワンギに葬られる
74．プグル王子が即位し, ジュナルにクラトンをおく
ドゥマンにいるマカッサル人の賊を打ち破るよう, そして外領のすべての
者を率いるようお命じになった。この戦いの大将になったのはラデン・パ
ンジ・カルスラ Karsula だった。カルスラと外領のブパティたちは出陣し
た。
王様はさらにサラグニ Sara-Geni 部隊の隊長ガベヒ・マンサディパ
Mangsa-Dipa にお命じになった｡「マンサディパ, お前にジュパラの国を
与える。ただちにジュパラに向かえ。お前の息子たち, ジャガパティ
Jaga-Pati, ジャガムンガラ Jaga-Menggala, ウィラガティ Wira-Gati, タヌム
ンガラ Tanu-Menggala をみな連れてゆけ。そしてマングンヌガラ
Mangun-Negara もジュパラ防備のために連れてゆけ。また余の大砲 3 門
をもってゆけ。グントゥル・グニ Guntur-Geni, グル Gulu, そしてクンバ・
ラウィ Kumba-Rawi である。これらを引いてゆき, ジュパラの備えとな
せ。その地の守りをしっかり備えるのじゃ｣。命じられた者たちは「かし
こまりました」と答えて出発した。
さて, 将軍カルスラと外領のブパティたちはというと, すでにジャパン
に着き, そこで手配を整えた。カルスラがジャパンの出身であり, マタラ
ムに仕えて今やジャパンの国を与えられたからであった。準備が整うと出
発した。軍は三分され, ダルマユダが外領勢の半分を率いて右翼となり,
アンガ・ジャヤ Angga-Jaya がやはり外領の半分を率いて左翼をなし, そ
してカルスラがマタラム勢を率いて中軍となった。行軍はドゥムンの境界
に達した。一方のガレソンは, マタラムから数えきれない大軍が攻め上がっ
てきていることを知った。マカッサル人は生死を共にして協力すると誓い
あい, 要塞の中で態勢を整えていた。まもなくマタラム軍が現れた。マカッ
サル人は少しだけ戦うと森に逃げ込んだ。マタラム勢は要塞に入って略奪
しようとしたが, カルスラは, 夜の帳が降り始めていたので, それを許さ
なかった。こうしてマタラム軍は囲いのない場所で休止した。マタラム勢
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はみな無警戒だった。心地よく眠り, 武器はどこかにおいて, 馬も繋がな
いままだった。歌を歌っている者もいた。夜がふけると, 400人のマカッ
サル人が雄叫びを上げて猛攻してきた。マタラム勢は驚き, 慌てふためき,
混乱した。マカッサル勢によって, あるいは同士打ちのため大勢が殺され
た。統制がとれなくなり, 我先にと逃げ去った。夜が明けるとマタラム勢
は一掃されていて, 残っているのは死体だけだった。マカッサル人は大喜
びで, 品物や武器を手に入れた。カルスラはただ一人ジャパンに逃げ戻り,
そこで病気になって死んだ。
マカッサル人は今や外領を押し進んだ。彼らが現れると人々は降伏し,
だれも抵抗しようとしなかった。クディリから東, プラバリンガやブラン
バンガンまで, みなガレソンに降伏し, そのためマカッサル軍はますます
膨れ上がった。カルスラが戦さに敗れて死んだこと, マカッサル人の軍勢
がますます大きくなっていること, 外領がみな降伏したことはマタラムの
都でもひろく知られ, 王様の耳にも達した。そこで王様はラデン・プラウィ
ラ・タルナに, ドゥムンにいる敵を打ち破るよう, 力強くお命じになった｡
「プラウィラ・タルナ, ドゥムンに出撃せよ。マカッサル人を全滅せよ。
パシシルの者どもを率い, 戦わせよ。そしてジュパラのオランダ人にも共
に進撃せしめよ。もし承知しないなら, そこから追い出してしまえ。拒絶
するなら駆除してしまえ。そして, マドゥラ人を糺すのだ。なにゆえにマ
タラムにこないのか。お前にウィラブミ Wira-Bumi, ウィラワンサ Wira-
Wangsa, プランジワ Pulang-Jiwa とその軍を与える」
命令を受けた者たちは「御意のままに」と答えて出立し, ジュパラに集
まる約束をした。プラウィラ・タルナがジュパラに着いてみると, パシシ
ルのブパティたちはすでに集まっていた。トゥガルから東, トゥバンまで
すべてのブパティたちが勢ぞろいし, みな船の準備を整えた。ジュパラの
泊地は船で一杯になった。ジュパラのワンサディパ Wangsa-Dipa はブパ
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ティたちとプラウィラ・タルナの接待で多忙をきわめた。プラウィラ・タ
ルナはそこのクンペニを呼んだ。その人数は 1部隊にすぎず, その指揮者
はドゥルクップ Doelkoep 大尉, オンデロップ Onderop という下士官, そ
して書記 1名であり, これらだけが呼ばれた。プラウィラ・タルナの前に
現れると, 共に進撃するよう命じられた。承知しないなら, 心配の種とな
らないよう, この地からの退去が命じられると。オランダ人は喜んで同行
すると申し出た。もともと, 敵との戦いを共にせよとの王様の呼び出しを
心待ちにしていたという。クンペニ人の約束を聞いたプラウィラ・タルナ
はおおいに喜んだ。準備が整うとプラウィラ・タルナは軍を率いて海路出
発した。ブパティたちは軍を率いてすでに船上にあった。あらゆる種類の
船があった。こうして帆を張り, 岸を離れた。大船団の進むさまは絶景だっ
た。各々の旗印が翻っていた。オランダ人も船で行った。
スラバヤの岬が見えてきた。船は泊地に止まり, プラウィラ・タルナと
ブパティたちはスラバヤに上陸して, そこに布陣した。プラウィラ・タル
ナはすぐに, マドゥラ人がマタラムにやってこない理由はトルナジャヤに
阻止されているからだとの報告を聞いた。そこでマドゥラに手紙を持たせ
て使者を送った。
その時トルナジャヤはちょうどドゥムンから戻って屋敷でガレソンと会っ
ていた。力を合わせてマタラムを征服しようと相談していた。プラウィラ・
タルナの使者がきたが, トルナジャヤは病気のふりをした。仮病を使った
のは, 呼び出されることを予想したからで, まだプラウィラ・タルナと戦
いを交えるほど強くないからだった。使者に会い, 手紙を受け取り, 読み
終えると使者に言った｡「祖父プラウィラ・タルナに伝えよ, わしはマドゥ
ラ人がマタラムに伺候するのを禁じているつもりはないと。彼ら自身が狂っ
てしまっているのだ。そして今動員せよとの命令であるから, そのとおり
にしよう。そして準備ができたら, スラバヤに送り出そう。しかしわしは,
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いま病気だから一緒に行くつもりはない。お前は先にスラバヤに行け｣。
使者はもてなしを受け, 衣装を与えられ, 旅費をもらってスラバヤに帰っ
ていった。
プラウィラ・タルナはトルナジャヤが言ったことの報告を受けると, ご
まかそうとしていることがわかったが, 深刻に考えなかった。マカッサル
人が姿を消しさえすれば, マドゥラのことはその後に対処すればよい。
こうしてプラウィラ・タルナはドゥムンへの進撃を命令した。国守たち
は軍と共にすでに船に乗り, 帆を挙げ, カラタカ砲を放った。船団はパナ
ルカンに至り, ブパティたちは警戒を怠ることなく船を岸に着けた。ドゥ
ムンにいるガレソンはすでにマタラム軍がきているのを知った。彼は警戒
を命じるとともに, 外領の者たちみなに自分の後ろに布陣するよう命じた。
マカッサル人だけで水陸で戦おうというのである。準備が整うと海岸に前
進した。マタラム軍はすでに船から離れて海岸に布陣していた。しかしパ
シシルの部隊はまだ着いていなかった。そこにマカッサル勢が雄叫びをあ
げてまっしぐらに突っ込んできた。マタラム軍は一斉射撃で応じた。マカッ
サル人はひるまず, 硝煙の中を槍や短剣で攻めかかった。マタラム勢は多
くの者が死んだ。マタラム軍の指揮者たち自ら奮戦した。プラウィラ・タ
ルナは馬に乗り, 自身の家来40人を率いて攻めかかった。マカッサル勢は
攻めたてられて大勢が死んだが, 生き残った者はひるまなかった。倒れた
者を乗り越えて猛烈に攻めた。プラウィラ・タルナの家来はすでにみな死
に, マタラム軍は多くが死んだ。プラウィラ・タルナは負傷した。マタラ
ム軍のまだ生きている者たちは恐怖にとりつかれ, みな海岸へと逃げだし,
船を奪い合った。船はみな沈んでしまい, 多くの者が溺死した。プラウィ
ラ・タルナはまだ海岸にいて, まだ乗船していない兵士たちを待ち, 力強
く呼びかけた｡「おい, マタラム人たちよ, 落ち着いて船に乗れ, わしは
もっと待つ。もしこの戦いが負けるなら, マタラムの国はきっと征服され
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る。それくらいならわしは先に死ぬぞ。さあ, もう一度突撃するぞ｣。そ
こにマカッサル勢がやってきた。プラウィラ・タルナはマカッサル勢に包
みこまれて殺された。その首が刎ねられようとした時にクンペニの助勢が
きて, アンボン人とテルナテ人が船を降りて, 銃火を放った。弾が雨のよ
うに降り注いだ。マカッサル勢は多くの死者をだして逃げさった。プラウィ
ラ・タルナの遺体は船に乗せられ, 棺に入れてマタラムに運ばれた。マタ
ラム軍の指揮官はパイトン川のほうに逃げ, そこで上陸した。マカッサル
勢に攻撃され, マタラム勢の船に火がつけられた。武器も兵糧も焼き尽く
された。マタラム勢は散り散りに逃げた。
プラウィラ・タルナの遺体がマタラムに到着すると, 国中に動揺がひろ
がり, 人々はみな不安におののいた。夫や兄弟が殺された者は嘆き悲しん
だ。そして王様に, プラウィラ・タルナが戦場に倒れたこと, 軍勢の多く
が死んだことが伝えられた。こうして王様は謁見にお出ましになった。王
子たち, 王族たち, ブパティたち, マントリたちが揃って拝謁にきていた。
王様はアノム太子にお命じになった｡「太子よ, そなた自身ドゥムンに出
撃せよ, そなたの弟たちをみな連れてゆけ。マタラム人を三分せよ。一つ
は残って余を護るのじゃ。パシシルの者どもをみな連れてゆき, 戦わせよ。
マドゥラの国をすぐに攻撃せよ。トルナジャヤを殺せ。これが戦いを始め
た者であるから。ディパティ・チャクラニングラットを連れてゆけ。マドゥ
ラ人に旧主を思いださせるのじゃ｣。太子は心得ましたとお答えした。王
様はさらにプルバヤ侯に命じられた｡「叔父上, プルバヤ殿, 行軍中あな
た様の孫に助言し面倒を見てくだされ｣。侯は心得てござるとお答えになっ
た。
こうしてみな用意にかかり, 町中が慌ただしく準備を整えた。すべて整
うと出発した。行軍の音が雷鳴のように響いた。あらゆる武器, あらゆる
旗幟があった。王子たちはみな騎馬だった。整然と行軍し, 兵士たちは泉
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からわき出る水のように流れた。戦衣のきらめきと旗幟のはためきは花が
満開の庭のようであった。非常な大軍だった。ジュパラに着くと, 太子は
その行軍の先行きを按配し軍備を整えるためしばらくそこに留まった。パ
シシルのブパティたちは, トゥガルから東, パティまですべてすでに部隊
を率いて到着していた。ラスム, ルンバンから東のブパティたちはトルナ
ジャヤとガレソンに降伏していた。
太子は, トルナジャヤがすでに多くの者を服従させ, 大軍を有し, マカッ
サルのガレソンと結んでいると報告を受けていた。太子は内心でずっとト
ルナジャヤを讃えていた。父王に対するクーデタを企んでいると覚られな
いために, ただ戦いがあったという痕跡を残すために, 見せかけの戦闘を
するつもりだった。しかし太子は, トルナジャヤが約束を裏切るとはまだ
知らなかった。トルナジャヤはいわば口に砂糖を含む者であった。もちろ
ん甘い味を楽しみ, それを吐き出すつもりはなかった。つまり, トルナジャ
ヤは軍が非常な大軍になると, 謀反の共謀者のことを忘れ, 自ら王位に就
くつもりになった。太子には自ら王として立つつもりはないだろうと考え
たのだった。
太子は, 敵に正面から当たるべく進撃を命じた。ジュパラのワンサディ
パとクンペニの者たちは, ジュパラ防衛を命じられ残留した。太子は海に
沿って東に進んだ。その軍は非常に大きかった。兵糧や重い荷物はみな海
上を船で運ばれた。マタラムの行軍は, 主人が自ら率いているので, 意気
軒昂で陽気に進んでいった
トルナジャヤはスラバヤの町に落ち着き, ガレソンと同盟し, マタラム
の国を征服するため, 巣と卵のように一体となり, 生死を共にすることを
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70．トルナジャヤがスラバヤで即位しマカッサル勢とともに
マタラムと戦う
誓っていた。つき従う国はすでに多かった。パシシルのルンバンから東,
ブランバンガンに至るまで, 外領ではラウ山から東, ブランバンガンまで,
そしてサンパン人は無論のことマドゥラの全島がすでに服従し, トルナジャ
ヤを自らの王と認めていた。こうしてトルナジャヤはパヌンバハン・マドゥ・
ルトナ・パナターガマ Madu-Retna-Panatagama の称号で王位に就いた。
このことはすでにパシシルと外領の全域に周知された。その際にトルナジャ
ヤは, これがマタラムのアノム太子の希望によってのみありうることをすっ
かり忘れ去っていた。豪奢な生活によって目が眩んでしまって, 太子のこ
とをまったく思い出さなかった。つまり, ジャワの国全部を支配する偉大
な王たりうると考えたのだった。
トルナジャヤにすでに知らせが入っていた。マタラム軍がジュパラに到
着していて, 率いるのはアノム太子であり, プルバヤ侯, そしてシンガサ
リ公やブリタル公はじめ王子たちが随行していて, 多くのブパティも同行
している。マタラム人が大量に動員され, 西パシシルのブパティたちも集
まっていて, たいへんな大軍である。マタラム軍はスラバヤを攻撃するた
めすでにジュパラを出陣したと。
トルナジャヤとガレソンはそこで, 軍の動員を命令し, 準備が整うと出
陣した。軍勢の多さは数えきれなかった。マドゥラ人の先鋒はトゥムング
ン・マンクユダ Mangku-Yuda, ダンダン・ワチャナ Dhandhang-Wacana,
そしてワンサ・プラナ Wangsa-Prana といい, いずれも勇敢で不屈だった。
マカッサル人の先鋒はマレワ, マキンチン, ブスン・ムルヌンであった。
トルナジャヤとガレソンが自ら軍を指揮した。マドゥラ人が前衛をなし,
マカッサル人が続き, その後ろに外領勢であった。
グドゴッグ Gedogog に着くと, マタラム軍もここにすでに着いていて,
対峙したとみるや戦いが始まり, ふたつの荒波がぶつかり合うようだった。
みな奮戦した。マドゥラ勢もマカッサル勢もたくさん殺されたが, ひるむ
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ことなく, 死者を乗り越えてひたすら前に進んだ。やがてマタラム勢に死
者が多くなると, 生き残った者は恐れを抱くようになった。マタラムのブ
パティたちは自ら奮戦した。ウィラブミ, ウィラジャヤ, そしてシダユの
ランガはすでにマドゥラ人に殺された。
プルバヤ侯は, マタラム軍の死傷者が多いのを見て, 家来たちに申され
た｡「者ども, よく聞くのじゃ。わしは王を輔弼すること 3 人に至った。
そしていつもマタラム人を戦わせてきたが, 今回のようなことはなかった。
かつて無敵であった者たちが今は多く死傷している。かつて勇気に満ちて
いた者たちが今は女のように臆病である。これはマタラムが没落する運命
にある印である。マタラム人が戦いでだらしないのだから。そして, マタ
ラムの没落が運命づけられているとすれば, わしはいっそ先に死のう, 年
老いたし, マタラムの国には, わしほど不屈さと勇敢さで知られた者はな
く, また王様と同じくらい恐れられた者はいないのだから」
こうして侯は軍を鼓舞し, 攻撃に駆りたてた。マタラム軍は一丸となっ
て猛然と攻めたてた。マドゥラ人とマカッサル人はこの攻撃を受け止め,
激戦が燃え上がり, 大勢が死んだ。侯は馬が殺され, 徒になり, パンジと
いう名のクリスで奮闘した。多くのマドゥラ人が侯の手にかかって死に,
こうして侯は多勢に包みこまれ, 槍で刺され, 柄で叩かれた。プルバヤ侯
は並外れて頑丈に鍛えられていて, 武器に倒されなかったが, すでに年老
いていたため満身創痍となった。侯が地面に倒れると, ブリタル公が急い
で助け寄り, サンパン人と戦った。プルバヤ侯はブリタル公に救い出され
たが, すでに意識がなく, 陣地に運ばれていった。マタラム軍は堰を切っ
たように崩壊し, 一掃され, 夜の帳に包まれてみな逃避した。マドゥラ勢
は陣地に引き上げ, 意気軒昂としていた。マタラム軍は陣地にたてこもっ
た。プルバヤ侯が亡くなったのは, ちょうどダル年, 1599年のルワ月 5日
であった。
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陣地には嘆き悲しむ声が雷鳴のようであった。遺体は棺に納めてマタラ
ムに戻された。プルバヤ侯の死後, マタラムの人々は, 信頼できる男がも
はやいなくなったので, みな不安におののいた。夜陰にまみれて逃亡する
者が多かった。アノム太子をはじめとする王子たちや, またブパティたち
も引きずられて, みなマタラムに戻っていった。マドゥラ勢とマカッサル
勢は追撃したが, 追いつけなかった。サンパン人はマンクユダの指揮下に
あり, マカッサル人はマレワの指揮下にあった。彼らはその間ずっと略奪
を働いた。女たちは連れ去られ, 男たちは殺され, この上ない混乱に支配
された。そのため今日でも, 強盗がいたら「サンパン海賊のようだ」と言
うのが常である。
サンパン勢はジュワナに達した。パティとクドゥスはすでにサンパン勢
に降伏していた。ドゥマックだけが抵抗し, 要塞にこもって戦った。マドゥ
ラ勢は多くの死者をだして退却し, ジュパラ征服に転じた。トルナジャヤ
の支援を受け, 外領勢が援軍として送られ, それは非常な大軍であった。
こうしてジュパラは包囲された。ジュパラのワンサディパはすでにオラン
ダ人と協力しあう話し合いができていて, ジュパラの町の中で戦う態勢を
整えた。クンペニ勢の人数は 2 部隊で, 指揮を取るのはブロ Bro 少佐と
ベルム Belem 大尉だった。彼らはアルンアルンに方陣を組んだ。西洋太
鼓とグンデル太鼓が連打され, 大砲が据えられた。ワンサディパとその一
族はクンペニ勢に合流し敵を待ち構えた。マカッサル勢とマドゥラ勢が現
れ, 雄叫びを上げ, 町に入って町中の者を殲滅しようとした。クンペニ勢
が大砲を放ち, 銃火を浴びせた。マドゥラ勢でアルンアルンで死んだ者は
40人になり, その遺体があちこちに横たわった。至る所に死傷者が倒れて
いた。それでもマドゥラ勢とマカッサル勢は硝煙の中を這い進み, 死に物
狂いで攻めかかった。ある者は鉄の鎧を, ある者は革の胴着を着ていた。
クンペニ勢は休むことなく銃を撃ち続け, 無数の弾雨が降った。敵に死ぬ
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者が多く, 至る所に倒れていた。やがて敵は退き, ジャガタム Jaga-Tamu
村に陣地を構えた。ジュパラのワンサディパは巨大な大砲をダナラジャ山
に引き上げた。そこからジャガタム村の敵に向けた。砲弾は樹木を引き裂
き, 破片が人々に当たった。マドゥラ勢と外領勢は多くの死者をだし, 大
混乱となって, クドゥスへ逃げた。クンペニ勢とワンサディパはおおいに
喜んだ。敵の遺体からすべて耳を切り取り, マタラムに献上した。
71．マタラムがトルナジャヤ軍に襲われる
その後間もなくトルナジャヤは, マタラムからカジョラン公を奪取して
スラバヤに連れてくるよう命じて, 勇敢な偉丈夫ダンダン・ワチャナの指
揮下に大軍を送り出した。ダンダン・ワチャナはジャガラガ経由で進み,
この行軍は略奪を繰り返し, 大混乱を引き起こした。途中の村々は破壊さ
れた。ソカワティ, カドゥワン Kaduwang, パジャンの人々はダンダン・
ワチャナに降伏した。行軍がカジョランに到着すると, カジョラン侯は彼
らの側につくとともに, 周囲の村々を服従させた。
マドゥラ人の軍勢がカジョランに入り込み, カジョラン侯がマドゥラ勢
と結んだことが王様に報告された。そこで王様はアノム太子にお命じになっ
た｡「アノムよ, 余の身代わりとして自ら出陣せよ。カジョランにいる敵
を叩くのだ。そこの者共を殲滅せよ。一族みな引き連れてゆけ。マタラム
人を根こそぎ動員せよ」
太子は御意のままにと答え, 軍に出撃を命じた。すべてが整うと出立し
た。タジに至ると, 軍を整えるためしばし留まり, その後カジョランに着
いた。激戦が丸一日続き, マドゥラ勢とカジョラン勢は圧倒されて多数の
死傷者を出した。こうして夜の闇の中を退却し, マドゥラ勢は陣地に立て
こもった。夜半過ぎてカジョラン侯は家族とともにマドゥラ軍に守られて
逃亡した。朝になってマタラム人はカジョラン侯とマドゥラ勢が夜のうち
人間文化研究 第５号
― ―114
に退却したことに気づいた。こうしてカジョランは略奪され, 家々はマタ
ラム勢に焼かれた。アノム太子は軍を率いてマタラムに戻った。
カジョラン侯は無事にスラバヤに着き, トルナジャヤと会った。無事再
会できるとは思っていなかったので, 共々おおいに喜んだ。この後トルナ
ジャヤは王宮をクディリに移し, たいへん堅固な要塞を築き堀をめぐらせ
た。城壁の上の前方にも後方にも大砲を配置し, その他の武器も万端整え
た。ガレソンとカジョラン侯がこれに合流した。
その後間もなく年が改まった。トルナジャヤ, ガレソン, カジョラン侯
はマタラム征服について協議した。相談がまとまると, 軍を集めるよう指
示し, 外領とパシシルに動員をかけた。軍が集まると二分され。一軍はト
ルナジャヤのパティであるマンクユダの指揮下に, 外領勢の半分とパシシ
ル勢の半分がつけられた。グロボガン経由でソカワティとパジャンに至り,
そしてカジョランに向かうことになり, ダンダン・ワチャナとマレワが同
行した。他の一軍は, スマランとクドゥ・トラユム Kedhu-Trayem 経由
でマタラムに西から迫ろうとするもので, ワンサ･プラナが指揮し, パシ
シル勢の半分と外領勢の半分がつけられた。すべてが整い, マタラムに同
時に到着する日を決めると, 出立した。両軍とも並外れた大軍であり, 並
外れて無秩序だった。道中ずっと略奪し続け, 恐ろしい振る舞いを続け,
その通過した村々は破壊された。
一軍はすでにグロンポル Grompol に到着し, 留まって隊列を整えた後,
スマンギ Semanggi 川を渡り, パジャンに近づいた。パジャンの人々は大
混乱に陥り, サンパン海賊を見て恐れおののいた。多くの者が森に逃げ,
マタラムに避難する者もあった。マドゥラ人部隊はカジョランに到着し,
そしてタジに滞陣した。スマラン経由で進んだ一軍は, マタラムの西のト
ラユムに到着して滞陣すると, 使者をタジに派遣して, マタラムを同時に
攻撃する日を取り決めた。
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72．マンクラット 1世がクラトンを離れ, マタラムが陥落する
マタラムにはすでに, マドゥラの敵が二方から迫っていることが伝えら
れた。人々はみな恐怖にとらわれ大混乱に陥った。妻子を逃がしたい者た
ちはどうすればよいのかわからなかった。王子たち, 王族たち, ブパティ
たち, マントリたちは武器を整え, アルンアルンに布陣した。アノム太子
は出陣すべく父王に暇乞いをした。王様はお許しになり, アノム太子は出
立し, 弟たち, ブパティやマントリたちなどいる限りのマタラム人が動員
された。しかしその時マタラムの人々は, 妻子と財産のことを考えて途方
に暮れた。彼らが敵に立ち向かうのは, ただ主人に強いられて怖いからだっ
た。勇気に満ちた者はおらず, みな怖じ気づき, 恐怖におののくだけだっ
た。大部隊がアルンアルンを出て戦いに向かった。
マドゥラ軍の方はタジを離れた。パジャラカンに至って, カリ・アジル
Kali-Ajir に攻め寄せた。激戦が起こった。トラユムにいたマドゥラ軍はす
でにトゥラガ・ワナ Telaga-Wanaまで進軍し, ここで戦いになった。マタ
ラム勢の戦いぶりは混乱していた。敵が二方面から進撃してきたためであ
り, マドゥラ勢の奮戦ぶりが, まるで手負いの野牛か肉を奪い合う虎のよ
うであるのを見たからであった。
マタラム軍は戦意を喪失し, 総崩れとなり, みな町の中に逃げ込んだ。
マタラムの町では町から外へ避難する人々と町の中に逃げ場を求める者た
ちがぶつかり, ごった返した。女たちは泣きわめき, ただうろたえるだけ
だった。王子や王族たち, ブパティやマントリたちはというと, 戦いに出
でよとの王様の意志が示されるのに備えて, アルンアルンに隊列を整えた。
しかし王様は戦いを望まれなかった。マタラムの国では王が消え去り, マ
タラムのクラトンがちょうど100年となり, 今の王様が最後の王となるこ
とはアラーの避けがたい定めであると悟っておられたからである。こうし
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て妻妾たちにクラトンを離れる準備をお命じになり, できる限りの財宝を
持ち出すよう指示なさった。クラトンの中の人々はみな泣きながら慌てふ
ためいた。
敵が町に侵入し略奪を働く雄叫びが聞こえると王様はすっかり落ち着き
をなくされた。王宮の周りの屋敷はすべて火がつけられた。王様は夜にな
ると妻子や一族とともに秘かに王宮から落ちてゆかれた。王様を慕う男女
の家臣たちも付き従った。王様が宮殿を離れられた時はまさにベ年, 1600
年サパル月の18日日曜日の夜であった。
王様はプレレッドの町からまっすぐ西をめざし, マギリの墓地に立ち寄っ
て祈りを捧げ, そしてプラガ川を渡った。王様は象に乗り, 女たちは馬に
乗るか輿に乗り, 王子たちもみな続いた。王様は道中ずっと涙をこらえて
おいでになり, 哀れを誘った。一行は敵に追いつかれるのを恐れて先を急
いだ。
朝になってマドゥラ人は, 王が夜中秘かに妻子と共に逃げ去ったことを
知った。サンパンのマンクユダはクラトンに入った。その中のものはすべ
て戦利品として運び出された。悲鳴が響きわたった。王に捨てられた者た
ちはたいそう哀れなことであった。チャクラニングラット殿はダンダン・
ワチャナに捕らえられてクディリに送られ, トルナジャヤ王に引き渡され
た。しかしトルナジャヤは, 叔父を殺す踏ん切りがつかなかった。こうし
てチャクラニングラットはロダヤ Lo-Dayaの森に追放になった。トルナ
ジャヤの目論見は, 叔父が悪霊の餌食となって殺されてしまうことだった。
マタラムのクラトンに入ったマンクユダはダンダン・ワチャナに, 逃げ
た王の追跡を命じた。ダンダン・ワチャナは軍を率いて, マレワ, ブスン・
ムルヌン, ワンサ・プラナとともに出発した。彼らは大急ぎに急いだ。追
いつかれたマタラム人は殺され, 持ち物を奪われた。女たちはほしいまま
にされ, 所持品は奪われた。
ババッド・タナ・ジャウィ (10)
― ―117
73．マンクラット 1世が死に, トゥガルワンギに葬られる
王様の一行はボガウォンタ Bogawonta 川を渡り, ラワ Rawa をすぎて
ウルットセウ Urut-Sewu 地方にきた。宰相たちや子供たちは王様のそば
から離れなかった。アノム太子だけは後方かなり離れてついてきた。太子
はなおも決めかねていた。内心ではトルナジャヤの使者を心待ちにしてい
た。しばらく待ったが使者がこないので, 太子は父の後を追った。王様は
カランアニャル Karang-Anyar 村にお着きになった。そこはまだパグレン
地域だった。ここで悪名高い盗賊どもに襲われ, 女たちがさらわれそうに
なった。王様は急ぎ金を撒くよう命じられた。侍女たちがさらわれないた
めだったが, それでも悪党どもは侍女をさらおうとした。激怒なさった王
様は, 強盗たちに呪いの言葉を浴びせられた｡「おい, 追剥ども, お前た
ちに平安なかるべし｣。強盗たちはたちまち立っておれなくなり, 地面で
もがいた。こうして王様はバニュマスにお着きになり, アジバラン Aji-
Barang 村で夜をお過ごしになった。子供たちと残っていた家臣たちが王
様のそばに侍っていた。王様はアノム太子にお命じになった｡「お前は戻
り, マタラムを奪い返すのだ。弟たちをみな連れて行け」
アノム太子は跪拝して答えた「そのご命令には従いたくありませぬ。た
とえ生死にかかわろうとも, 陛下から離れないつもりでおります｣。王様
は申された｡「なぜお前は言うことを聞かぬのか。そういうことなら, お
前の弟プグルに求めるばかりじゃ。プグルよ, 戻ってお前の国マタラムを
取り戻せ。お前の兄にこれを求めたのは, その義務があるからだが, それ
を望まぬという。余のことは構わずともよい。余はすでに, もう一度王位
につくことをアラーから許されていないのだから。それに, 余はもう年老
いた。さあ, わが子よ, 答えはいかに」
プグル王子はお答えした｡「喜んでまいりましょう。マタラムの国を奪
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い返して陛下の心を安んじもうしあげます｣。王様はさらにお話しになっ
た｡「そなたをアラーに委ねよう。そなたにアラーのご加護のあらんこと
を。クリス, キヤイ・マエサ・ヌラルと槍キヤイ・プレレッドを与える。
ともに王国の遺宝であり, お前に遺譲する。戦いとなれば, 武器として用
いよ。弟シンガサリとマルタサナを連れて行け。そして将来, お前が勝利
を掴んだら, お前の弟タパをお前に託すことにしよう。これはまだ幼いか
ら。加えて, このタパは将来, パティを治めるなら ふさわしい国を選
びなさい , お前の良き協力者になるだろう。お前は今後ジュナルにお
いて王位につくがよい。これだけだ, 弟 2人とともにゆけ, 平安を祈る」
プグル王子, シンガサリ王子, マルタサナ王子は, 父王に跪拝の礼を捧
げると, 若干の家臣を引き連れてジュナルに向け出立した。そして王もア
ジバランを発ってパシラマン Pasiraman 村に至った。そこはまだバニュ
マス地域だった。ここで休みをとった。王様は重い病気だが, 薬を用いよ
うとされなかった。王様は横たわり, アノム太子とタパ王子はずっとその
足元に跪いていた。王様は若いココヤシを所望なさり, 太子は従者に手配
させた。それが届くと, 太子は穴をあけて父王に差し出した。王様はココ
ヤシにすでに穴があいているのをご覧になると, 太子が中に毒を入れたと
の疑いを抱かれた。にもかかわらず, それをお飲みになった。王様はココ
ヤシを飲み終わるとお話しになった｡「礼を言うぞ, 余にココヤシをくれ
て。余はお前の気持ちがわかっておる。余に早く死んでほしいのだ。とこ
ろが, お前はそれを願いながら, 先にお前にマタラムを奪い返すよう命じ
たときに, 戻ろうとせず, そしてお前は今その願いを抱いている。よいか,
よく覚えておけ。将来お前だけは良き地位に就くだろうが, それはお前の
子どもや孫には引き継がれない。そして, お前に禁忌をかける。余が死ん
だ後, お前とお前の子孫が余の墓に参るのを許さない」
王様の病気はますます重くなり, 太子は足許に跪きながらずっと嘆き悲
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しんでいた。王様は目覚めると息子の首に抱きついてお話しになった｡
「よいか, 太子よ, よく聞きなさい。余に定めが訪れ, 寿命が尽きようと
している。余があちらに戻った後, オランダ人に援助を求めなさい。マタ
ラムを破壊しようとする東部の者たちへの復讐に加わらせよ。いかなるこ
とがあろうとも, 余の指示を守るのじゃ。なぜなら, ジャワの地において
時代が変わろうとしていて, オランダ人が戦いに勝利し, 将来お前の子孫
はすべて, オランダ人の側につくなら必ずや戦いに勝利することはアラー
の思し召しにより定められている。お前が東部の敵どもを倒すことができ
るよう, 余はお前のために祈ろう, しかし, オランダ人と協力することを
忘れるではないぞ。さあ, 余の霊力あるものすべて受けとるがよい。クリ
スのキヤイ・ブラバル Belabar, 槍のキヤイ・バルはじめすべてのものを
お前がもつのだ。余の長男であって, 余の王位を受け継ぐ義務があるのだ
から。加えて, よいか, 余が死んだら, 余の師匠が葬られているトゥガル
の国に葬ってくれ, 師匠と一体になるように。しかし, 余の遺体を丘の上
に置き, その土の匂いを嗅ぐのだ。その土が芳い匂いがして, 丘であれば,
そこを余の墓所となせ。では, さらばじゃ｣。王様は亡くなられ, 悲しみ
の声が響きわたった。遺体は清められて柩に納められた。
太子は急いでトゥガルの国守マルタラヤを呼ぶ使者を送った。マルタラ
ヤはここに到着した。王様の遺体はトゥガルに運ばれた。土の香りの佳い
丘が見つかり, そこに埋葬された。この時からその地はトゥガル・アルム
Tegal-Arum〔芳香の原〕とよばれる。
74．プグル王子が即位し, ジュナルにクラトンをおく
さて, マタラムにいる王子, パンゲラン・プグルであるが, すでにジュ
ナルに至り, そこで軍を整えた。パグレンの国の人々はみな服従した。父
王のマントリだった者で, 王子に仕えてトゥムングン・ガジャ・プラモダ
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Gajah-Pramoda という名を与えられた者がいて, パグレン全土を治め, 大
勢の一族が王子に仕えた。ある夜就寝中のプグル公は夢の中で父に会い,
すでにその機が熟しているのでマタラムの国を奪うよう, そしてジュナル
において即位するよう命じられた。父はこれを言い終わると亡くなった。
プグル公はびっくりして目が覚め, 驚きは大きかった。そして弟たち, 近
親者と修行者たちに相談した。プグル公は即位を願い, 相談に与かった
者はみな賛成した。こうして, ススフナン陛下, ガラガ・ガブドゥル・
ラフマン・サイディン・パナターガマ ngAlaga Ngabd’ur Rahman Sayidin
Panatagama と称して王位を宣言し, ジュナルの地をプルワカンダ Purwa-
Kandha と改め, 都とした。このことはクドゥとパグレンに周知され, み
な服従し, 武器を携えて集まってきた。ガラガ陛下は亡き父王の象で先に
道中で放棄されたのを連れにいかせ, これが今やガラガ王のものとなった。
ガラガ王は, ジャガバヤ Jaga-Baya 村に陣取るマドゥラ人の敵と戦うた
めに軍を発動なさった。準備が整うと出陣した。ジャガバヤに到達すると
激戦が始まった。マドゥラ軍は大勢が死んだ。ダンダン・ワチャナとその
家来は敗走してプレレッドに逃げこんだ。ガラガ王はプレレッドに追撃し,
マドゥラ人に従っていたマタラム人が叛いて, 今や旧主の側についた。こ
うしてガラガ王の軍はますます数が増えた。サンパンのマンクユダはマタ
ラム人が裏切り, さらにダンダン・ワチャナが敗走し, 大勢が死んだのを
知って恐怖にとりつかれた。こうしてダンダン・ワチャナとマンクユダは
急いで軍をまとめて, クディリへ発っていった。
ガラガ王は軍から, プレレッドにいたマドゥラ勢が敗走したと知らされ
ると, プレレッドの町にお入りになった。こうして王様は, 王の地位を確
立しマタラムの国を支配下におかれた。家来たちはみな畏怖して従い, 統
治は確固としていて, 王様は公正で寛大であり, しばしば罪を赦された。
一族の者たちや元の家臣たちが大勢加わってきて, 地位を引き上げられる
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者が多かった。弟の一人をパンゲラン・アルヤ・パヌラル Panular の名に
引き上げ, 一族の一人ラデン・アンガユダ Angga-Yuda にはパンゲラン・
ナタクスマ Nata-Kusuma の名を与え, ラデン・ウィラタルナ Wira-Taruna
にはブパティ・マンクブミの名を与えられた。ラデン・ランガにはディパ
ティ・マルタサナの名が与えられた。キヤイ・カマル Kamal はプンフル
penghulu [宗務官〕に任じられ, パティに任命されたのはラデン・アルヤ・
マンダリカ Mandhalika だった。パジャン, マタラムまたクドゥ, パグレ
ンの者たちはみな服従し, 多くの者の地位が引き上げられた。しかしその
時マタラムの国に天罰が下り, 多くの者が病気に倒れ。マタラムの都は破
壊され, 風気が悪くなり, 食べ物が欠乏し, 雨が降らず, 耐えがたい暑さ
になり, 都は燃えるように熱く, 病気と飢えで大勢が死んでいった。道に
も川にも乞食が溢れ, 傷口がただれ, 熱病に苦しんだ。朝病気になると夕
べには死んだ。ガラガ王は憂いのあまり寝食ままならず, 国が元に復する
ようひたすらアラーに懇願なさった。
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